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講演の内容

• 関西には地震は来ない？

• 地震に関する基礎知識

• 南海トラフの巨大地震

• 活断層と内陸直下型地震

• 京都盆地周辺の活断層・歴史地震と地震の
長期予測



朝日新聞（2017年4月28日）



確率論的地震動予測地図
今後30年間に震度6弱以上の
揺れに見舞われる確率

地震調査研究推進本部HP



防災科研HP

近畿から中部は，活断層の分布密
度が日本で（世界的に見ても）最
も高い地域のひとつ．

「関西には地震は来ない」は迷信



防災科研HP

日本列島はプレートの収束境界
に位置し，地球上で最も激しい
地震活動・火山活動・地殻変動
が起こっている．概ね東西圧縮
の応力場．



海溝型巨大地震内陸直下型地震

プレート内地震

日本列島周辺で発生する被害地震

防災科研HP



• 内陸直下型地震

– 最大でもM8程度

– 短周期の強い揺れが
数10秒続く

– 局所的に著しい被害

– 個々の活断層の活動
間隔は1000年以上（し
かし活断層は多数あ
る）

• 海溝型巨大地震

– M8-9クラス

– 長周期の揺れが数分
間続く

– 被害が広範囲におよ
ぶ

– 津波の被害

– 発生間隔が短い（南海
トラフ：100〜150年）

海溝型巨大地震と内陸直下型地震



・震度： ある地点での揺れの強さ

・マグニチュード(M)： 地震自体の大きさ（エネルギー）

マグニチュードは log スケール（対数目盛）である

マグニチュードの差 1  → エネルギー約30倍
2  →  エネルギー約1000倍

震度とマグニチュード



気象庁HP
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南海トラフで発生する
巨大地震

寒川（1997）



同時，あるいは東南海地震が先に発生する

連動

32時間

2年

川崎（2006）



 

基本ケース 地表震度_全域 

 

 

基本ケース 地表震度_関東-中部 

 

内閣府HP

南海トラフで発生する地震の推定震度



日本列島は東西圧縮の応
力場
 逆断層−南北走向
 横ずれ断層−北東・北西
走向

 逆断層：近畿〜北海道
 横ずれ断層：九州〜中部
 正断層：中部九州

逆断層正断層

左横ずれ断層 右横ずれ断層

活断層の分布と変位様式

中田・今泉編
（2002）



活断層が作る地形（変動地形）

活断層地形＝通常の侵食や堆積作用では説明が
できない地形

尾根は一直線だったはず

段丘の崖はなめらかに連続していたはず

小川はまっすぐだったはず

川を塞ぐようにに尾根があるのはおかしい

地形のずれを古い空中写
真で探している様子．２枚
のペア写真を使えば，地
形が立体的にみえる．

熊原康博氏作成



都市圏活断層図「熊本」（平成13年発行）

赤丸：2016年の地震で地震断層が確認された
地点．多くの場合，活断層上に地震断層が認
められた（既存の活断層が再活動した）．

活断層と地震断層

活断層の再活動で生じた地震断層熊原康博氏撮影



水鳥の断層崖(岐阜県)

1891年濃尾地震（M8.0)



1999年台湾・集集地震（Mw7.6)



内陸直下型地震と被害 熊原康博氏撮影



1995年兵庫県南部地震 (阪神・淡路大震災)

地震調査研究推進本部HP

海溝型巨大地震より規模は小さいものの，局所的に甚大な被害を
もたらす（特に都市直下で発生した場合）．



地震に伴う地盤災害

液状化

水谷 (2012)

地すべり・斜面崩壊

国土地理院撮影



台湾・石岡ダムの破壊

断層変位



活断層の活動履歴を解読する→将来の活動の予測へ



堤・近藤（2017）



トレンチ調査の例（中央構造線
父尾断層）



Pottery of 16th 

century AD
2250±130 yBP

event 1

event 2

Tsutsumi and Okada (1996)
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1：大阪府西三荘・八雲東遺跡
2：石川県善正寺高畠遺跡
3：滋賀県針江浜遺跡

寒川（1992）

地震考古学



固有地震モデルに基づく地震の長期予
測の最も簡単な例

R：活動間隔
t：最近の地震から現在までの経過時間
t/R：要注意度（0.5以上の場合要注意断
層とみなす）

松田（1995）

1990年時点で提唱されていた要
注意断層



◎P (%)＝A/(A+B)×100

（「現在までに地震が発生していな
い」という条件の下で確率を計算：
条件付き確率）

T：最新の地震からの経過年数

◎活動間隔の長い断層
発生確率が小さくなってしまう

Newton，2003年9月号

地震発生確率の求め方



活断層の地震発生
確率の長期評価

地震調査研究
推進本部HP



地震調査研究推進本部HP

京都府の主な活断層

三方−花折断層帯
三峠−京都西山断層帯
京都盆地−奈良盆地断層帯
琵琶湖西岸断層帯
有馬−高槻断層帯
郷村−山田断層帯
（1927年北丹後地震）



近畿地方の被害地震
(16世紀以降)

• 1596年慶長伏見地震
（有馬−高槻断層帯）

• 1662年寛文地震（三方
断層＋花折断層の北
部）

• 1819年文政地震（実態
は不明．深い地震か?）

• 1830年文政京都地震
（京都に大きな被害をも
たらした最後の地震）

• 1854年嘉永（安政）地震
（木津川断層帯？）
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地震調査研究推進本部
「日本の地震」より

１９９５

１９45



京都盆地周辺の活断層

植村（1999）



三方・花折断層帯 地震調査研究推進本部HP三方断層帯と花折断層帯北部は
1662年寛文地震で破壊した可能
性が高い



1662年の地震に伴う山体崩壊（町居崩れ）

今村ほか（2002）



都市圏活断層図「京都東北部」図幅
花折断層（中南部）
活動間隔：4200〜6500年
最終活動時期：2800〜1400年前
地震後経過率：0.2〜0.7
30年確率：0〜0.6％
地震の規模：M7.3
北部：1662年 寛文近江地震
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吉田幼稚園トレンチ調査地点周辺の地質断面図

岡田（1999）



三峠−京都西山断層帯
地震調査研究推進本部HP



三峠−京都西山断層帯の評価

平均変位速度 1回のずれ 平均活動
間隔

最新活動時期

上林川断層

三峠断層

京都西山
断層帯

?

0.3-0.4m/千年
(横ずれ成分)

0.3-1.0m/千年
(横ずれ成分)

0.1-0.4m/千年
(上下成分)

2m

2m

(横ずれ成分)

3-4m

(横ずれ成分)

?

?

約5000-

7000年

約3500-

5600年

3世紀以前

約2400年前～200年

約2800年前～約1400年
前

1830年 文政京都地震（M6.5） 死者280名
「市中の二階建ての建物はことごとく倒壊した」という記述あり



琵琶湖西岸断層帯

地震調査研究推進本部HP



琵琶湖西岸断層帯の評価

平均変位速度 1回のずれ 平均活
動間隔

最新活動時期

知内断層

饗庭野断層

上寺断層

勝野断層

比良断層

堅田断層

比叡断層

膳所断層

西岸湖底断層系

約1.6m/千年

(上下成分)

1.1 - 1.3/千年

(上下成分)

3-5m

(上下成分)

約2000-

3000年

4000~

6500年

約3000年前以後

約2800年前～約2400年前

1185年「元暦大地震」

約19000年前以後

3000年前以後



1596年慶長伏見地震（史上最大級の内陸地震）

伏見地震の痕跡

一五九六（慶長元）年九月五日の伏見地震の場面は、河竹黙阿弥の時代狂
言「増補桃山譚」の舞台で見られる。舞台では天守閣が地震でつぶれる。閉門
中の加藤清正が駆けつけて秀吉をたすける。その手柄によって清正は閉門を
ゆるされる。

この地震は、子の刻、つまり真夜中におこった。大きく揺れはじめたとき太閤
は、「組まれた天井と鴨居の間が、はげしい上下動に五、六寸もの大口開けて
ゆくのを見ていた」と、山岡荘八の「豊臣秀吉」に描かれている。秀吉は大天守
閣が消えてしまったことを、そして五〇〇人あまりいた長局の女たちのうちの
たった一〇人ほどが難を逃れたことを知る。

尾池（1999）



1596 9/05 

慶長

1596年の慶長大地震（地震の連鎖？）

1596 9/4

慶長豊後

地震調査委員会資料に加筆

伏見城の天
守閣が崩れた

約3mの
横ずれ

六甲山地南縁-淡路島東岸
16世紀に活動約7mの横ずれ

(16世紀)

1596 9/1

慶長伊予



寒川（1996）



国土地理院
都市圏活断層図より



関西地盤情報活用協議会（2002）

京都盆地を南北に横切る反射断面







近畿地方の歴史地震

古くは日本書紀に記述あり。
近世以降でも．．．

ーーー内陸ーーーーー
１５９６年の慶長伏見地震
１６６２年近江地震M7.6
１８３０年京都地震Ｍ6.5
１８５４年伊賀上野地震M7.3
１８５８年安政飛騨地震M7.1
１８９１ 年濃尾地震M8.0
１９２５年北但馬地震M6.8
１９２７年北丹後地震M7.3
１９４３年鳥取地震M7.2
１９４８年福井地震M7.1

ーーー南海ーーーーー
１７０７年宝永地震M8.4
１８５４年安政東海地震M8.4

および 安政南海地震M8.4
１９４４年東南海地震M7.9
１９４６年南海地震M8.0

関西に

地震はない！

片尾 浩氏作成



南海地震と近畿の内陸地震の履歴

1185

文治

2001

芸予

南海トラフの巨大地震の前の50年および後の10年の期間では，そ
れ以外の期間に比べて，内陸直下型地震の発生数が約4倍に増え
る（宇津，1974）

2050

?

?

（都司，1999）



地震の被害と地盤条件

土地条件・地盤条件を把
握することの重要性

植村（1999）


